
 

             
 

       

                                                                   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域の方々や保護者が、学校の運営に参加して、 
学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り 
組むもの。 

＊ ＊ ＊  学校運営委員の皆様  ＊ ＊ ＊ 
 

＜会  長＞ 元特別支援学校長           村本 幸雄 様 

＜副会長＞ 相談支援事業所 サポートセンターこげら センター長   池谷   修 様 

＜委  員＞ 原地区連合自治会   会長    山本 幸平 様    

沼津市商工会    事務局長   石原  厚  様 

社会福祉法人長泉町社会福祉協議会 会長  芹澤 和代 様 

清水町健幸づくり課   係長   梶浦 寛美 様 

沼津特別支援学校 ＰＴＡ会長  立川 秀夫 様 

学校で行う授業や地域での学習、運動会などの行事など、全ての教育活動で、    

学校を応援していただける！  「 沼特 応援団！ 」 の皆様です。 
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静岡県立沼津特別支援学校                  学校運営協議会だより 

 



地区のことを知る学習 地域清掃  

花植え交流など 

地域の方に、防災訓練を見ていただく 

地域の福祉避難所の指定に向けて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
   

児童生徒の授業での様子を見ていただきました。「年度始ま

ったばかりですが、落ち着いて授業ができていますね。」、「色

を工夫した木の絵が素敵ですね。」などの感想をいただきまし

た。また、高等部染色縫製班の生徒が、委員の方々に、布袋の

作り方を説明し、丁寧な説明だと感心いただきました。 

協  議 

昨年度のハンドベルコンサートは、 

大変良いつながりができた。今後は、 

保護者や地域の方など多くの人に聴 

いてもらいたい。また、長泉町では 

10/20 に「福祉まつり」がある。 

生徒が作った製品が、とても良い物 

なので販売することが可能か？  

民生委員さんの障害者理解にもつな 

がります。 

原地区として協力したい。年

間の日程等を出していただき、

計画的に進めていきたい。原地

区の夏祭りもあり、参加しても

らえるとうれしい。 

昨年度、長泉町商工会と 

社会福祉協議会が防災協定を

結ぶことができた。商工会の

ノウハウを災害時に活かすこ

とができる。協力できること

はしていきたい。 

能登の地震では、障害を持って

いる方やお年寄りの方は避難所に

入りたくない、または、入れないと

いう状況だった。   

避難所に行った時に、地域の方

に理解いただきながら避難できる

環境ができるとよい。それぞれの

地域で避難できる体制、子どもた

ちがその地域で受け入れられる状

況をつくっていけるとよい。 

学校・地域等の課題に向けた取組 

学校経営計画について 

⇒ 承認していただきました。 
  
今年の学経営経計画は、「安全」、「専門」、

「連携」、「チーム」の 4 つの柱で、児童生徒、

保護者、地域、関係団体などが一つのチーム 

となり、「つながり」を持ち、教育活動を展開

していきます！ 「自立活動」「福祉避難所」 

が重点です。 

 

地域との連携  学習活動への支援 

芹澤 様 

立川 様 
石原 様 

山本 様 

校内参観 

第１回 （ 4/17）  の様子 


